
⬛バジル（シソ科メボウキ属） 
 

 ハーブという言葉が日本で多く使わ

れるようになったのは、世界各国のレ

ストランが大阪万博（1970 年）に出店

した頃からです。代表的ハーブのバジ

ルもその頃から普及するようになりま

した。最もポピュラーなのは光沢のあ

る葉のスイートバジルです。属名や和

名のメボウキ（目箒）は、種を目に入

れると寒天のような物質が出て目のご

みを取り去るからだといわれていま

す。 

 「イタ飯ブーム」（1990 年ころ）の際、

葉の緑色がイタリア国旗を象徴してい

ると話題になりました。白色はチー

ズ、赤色はトマトのマルゲリータピザ

やカプレーゼサラダなどです。 

 

 熱帯アジア原産の多年草のバジル

は、日本では越冬できないので一年草として扱われます。発芽適温も生育適温も 20

～25 度ですから、種まきは遅霜の心配がない 4 月中旬以降です。畑がなくても、日

当たりの良いベランダで栽培できます。 

 深さ 15cm 以上のプランターに市販の培養土を入れ、20cm 間隔で種を 4～5 粒ず

つ点まきをします。好光性種子なので覆土はごく薄くし、十分水やりします。本葉 2 枚

の頃に健全な苗を残して１本立てします。追肥は 1000 倍の液肥を 1 週間置きに施し

ます。 

 

 本葉 10 枚ぐらいになったら、摘芯して脇芽を伸ばします。摘芯することによって、葉

が多く出るようになります。 

 短日植物なので、7 月中旬からシソに似た白い花を付けます。花が咲くと株が老化

しやすいので、花穂は早めに摘み取ります。 

 順次葉を摘み取り収穫します。多めに収穫したときは乾燥や冷凍、ペーストにして

保存し、香りを一年中楽しみます。 

 



 イタリア語ではバジリコ。ゆでたてのスパゲティに生のバジルの葉を刻んであえれば

バジリコスパゲティになります。さらにトマトを加えれば緑・白・赤のイタリアンカラーに

なります。 
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